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Ⅰ 目標 

１．3年次の基礎学力到達度テストに対応できる実力を養う。 

２．民主主義の本質を理解し、広い視野から政治・経済・国際関係について客観的に理解する力を身につける。 

３．政治・経済・国際関係などに関する諸課題について主体的に考察し、解決策を探究する。 

４．公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

Ⅱ 授業のねらい 

１．日本が直面している国際問題を扱い、自分たちの身近な問題として捉えさせ、日本の立場、解決策を考える。 

２．様々な出来事に歴史的・政治的背景があることを理解させ、物事を多面的に捉える力を身につける。 

３．進路目標に即した問題演習を行うことで、各コースの目標進路に対応できる学力を目指す。 

 

Ⅲ 授業の進め方 

１．毎時間、冒頭に時事問題を取扱い、世の中の動きをつかむ。 

２．板書を軸とした講義に加え、電子黒板や図表も活用し、効率的に授業を進める。 

３．DVDや図表を効果的に活用し、視覚から理解を深める。 

４．小テストを実施し、理解度を確認すると共に、単元ごとに基礎学力到達度テストレベルの問題を解く。 

 

Ⅳ 学習上の留意点 

１．現代社会における事象への関心・意欲を高めるような内容を理解すること。 

２．用語の暗記のみではなく、様々な事象と関連付けて覚えること。 

３．板書の書き写しだけではなく、口頭での説明を細かくメモし付随する知識も身につけること。 

 

Ⅴ 定期試験 

1学期 中間試験  第2編 第1章（経済活動の意義）～第2章（現代の企業） 

1学期 期末試験  第2編 第2章（国民所得と経済成長）～（財政のしくみ） 

2学期 中間試験  第2編 第3章（経済の停滞と再生）～（社会保障の役割） 

2学期 期末試験  第1編 第1章（政治と法）～第2章（基本的人権の保障） 

3学期 学年末試験 第1編 第2章（人権の広がり）～第3章（地方自治） 

 

Ⅵ 評価の方法 

１．各学期の定期試験 

２．小テスト 

 ３．課題提出 

 



Ⅶ 授業計画 

学期 月 単元・学習項目 評価方法 到達目標 

一
学
期 

4 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

7 

 

第 1部 現代日本における政治・

経済の諸課題 

第2編 現代日本の経済 

第1章 経済社会の変容 

1．経済活動の意義 

2．経済社会の形成と変容 

 

第2章 現代経済のしくみ 

1．市場機構 

2．現代の企業 

 

3．国民所得と経済成長 

4．金融のしくみ 

5．財政のしくみ 

 

 

小テストの

実施 

 

中間試験の

実施 

 

小テストの

実施 

 

 

期末試験の

実施 

 

・資本主義経済の発達と変容、その特徴について学

習し、経済活動の意義と経済のグローバル化が生

活に及ぼす影響について考える。 

 

・社会主義経済の成立と崩壊について理解する。 

 

・経済主体、市場、国民所得、経済成長を学習し、

経済活動がどのように調整されているか考える。

また、需給曲線がどのように動くか理解する。 

 

・政府や日本銀行による金融、財政の役割を多角的

に捉え、日本の景気調整などについて理解する。 

二
学
期 

9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

第3章 現代経済と福祉の向上 

1．経済の停滞と再生 

2．日本の中小企業と農業 

3．国民の暮らし 

4．環境保全と公害防止 

5．労使関係と労働条件の改善 

6．社会保障の役割 

第1編 現代日本の政治 

第1章 民主政治の基本原理 

1．政治と法 

2．民主政治と人権保障の発展 

3．国民主権と民主主義の発展 

4．世界の政治制度 

第2章 日本国憲法の基本的性格 

1．日本国憲法の成立 

2．平和主義 

3．基本的人権の保障 

 

 

 

 

小テストの

実施 

 

 

中間試験の

実施 

 

 

 

小テストの

実施 

 

 

期末試験の

実施 

 

・中小企業、農業、国民の生活、環境・公害、労働

問題、社会保障等、多様な課題への取り組みを考

える。 

 

 

 

・人権の意義、法の支配、民主政治の発達、世界の

政治体制、20 世紀の教訓を学習し、民主政治の課

題は何かを考える。 

 

 

・日本国憲法の成立、平和主義、人権の保障の内容

を学習し、今日における日本国憲法の意義を理解

する。安保体制に関する問題は難易度が高いが、

時代ごとの内容の変化をしっかりと把握する。 

 

三
学
期 

1 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

4．人権の広がり 

 

第3章 日本の政治機構 

1．立法 

2．行政 

 

3．司法 

4．地方自治 

 

 

小テストの

実施 

 

 

 

学年末試験

の実施 

 

・国権の最高機関である国会の運営について理解す

る。 

・行政府としての内閣がどのように構成され、どん

な権限を持っているのかを理解する。 

・司法権の独立の必要性を学び、裁判所を国民に開

かれたものとするために、どのような制度が作ら

れてきたか考察する。 

・地方自治のしくみを学習し、民主主義がどのよう

に実現されているか理解する。 

 

※ シラバスの内容（時間や事項）については、理解度やその他の都合により変更することもあります。 

 


